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寄生線虫類の組織断端による虫種同定に関する研究

（４）広東住血線虫未成熟成虫の横切像＊

大森康正鈴木俊夫

秋田大学医学部寄生虫学教室

(昭和51年７月１６日受領）

人体から広東住血線虫(Ａ"g/osr,-o"ｇｙｈｓｃａ,lZo"e"s/s）

が腰椎穿刺液（野村・林，1945)，脳（ＲｏｓｅｎｅＺａＪ.，

1962；JindrAkandAlicata，１９６５；TangchaieZaZ.，

1967；ＹｉｉｃＺａＺ.，1968a-c；YiiandCross，1970)，眼

(PrommindarojcZα/､，１９６２；ＨｕａｎｇｅＺａＪ.，１９６４；

KetsuwanandPradatsundarasar，1965,1966；Hsieh

l967；KanchanaranyaeraZ.，１９７２；Ｌ６－Ｖａｎ－ＨｏａｃＺ

ａＺ.,1974)，脊髄(ＹｉＭａＺ.，1968b，ｃ；YiiandCross，

1970)および肺(ＹｉｉｅＺα/､，1968b，ｃ；YiiandCross，

1970）から検出されている．これらの虫体はいずれも発

育途上の未成熟成虫で，虫体の大きさにかなり変化がみ

られる(Tableｌ)．本種の断端像に関する記載は乏しく，

簡単な記載と写真（RosenaaL，１９６２；JindrAkand

Alicata，１９６５；TangchaieZα/､，１９６７；ＹｉｉｃＺｌａＺ.，１９６８

ｃ；YiiandCross，１９７０；Laqueur，１９７１；Chitwood

andLichtenfels，１９７２；Kenney，1973）を見るに過ぎ

ない．著者らは断端による本種同定の目的より，固有宿

主のラットおよび非固有宿主のモルモットにおける広東

住血線虫の未成熟成虫の横切像を観察したのでその成績

を報告する．

材料と方法

感染幼虫の準備は山下ら（1975）の方法と同様であ

る．アフリカマイマイを人工胃液で消化して得た感染幼

虫を生食水に懸濁し，ラットおよびモルモットに１頭当

り30～60隻，食道チューブで投与した．感染後およそ５

日間隔で宿主を殺し，脳を開いて採虫した．初めは脳を

取り出し，微温生食水に浸け，虫体の遊出を待ったが，

TablelWidthandlengthofA7zgiosZバノ"ｇｙ/ｚｚｓｃα"Zo"e"sisrecorded

bypreviousworkersfroｍｈｕｍａｎｃａｓｅｓ

ＳｅｘｏｆＳｉｔｅｏｆ

ｔｈｅｗｏｒｍｉｎｆｅｃｔｉｏｎ Ｂｏｄｙｗｉｄｔｈ Bodylength Authors (Year）

0.160ｍｍ（maximum）

100／Ｉ （testislevel）
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0.24ｍｍ（mid-body）
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ＲｏｓｅｎｅＺａＺ． （1962）

ＴａｎｇｃｈａｉｅＺａＺ． （1967）
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（1966）

旱 Braiｎ ０．１６０～０．２５０ｍｍ １２．８ｍｍ

７５～９０／2

177～201／KmaterialsfromDr、Yii）

０．２８ｍｍ（maximum）18.86ｍｍＥｙｅ

1/3～1/４ｔｈｅｓｉｚｅｏｆ
ｔｈｅｍａｔｕｒｅａｄｕｌｔ

？ Ｂrain (1945）

(1962）
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Ｎｏｍｕｒａ＆Ｌｉｎ

ＲｏｓｅｎｅＺａＬ

ＪｉｎｄｒＡｋ＆Alicata

０．１２０，０．１３０ｍｍ

115／２

＊昭和50年度一般研究（C）Ｎｏ．057033の研究補助金による
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Table２Ｌｉｓｔｏｆｔｈｅｗｏｒｍｓｏｂｓｅｒｖｅｄ

Ｈｏｓｔ
－－－－－－－－－－－－－－－

Ｇｕｉｎｅａｐｉｇ

Daysafter
infection

lO

Ｓｅｘ

早
さ
早
さ
早
さ
早
さ
旱
８

７
４
５
４
５
５
５
５
５
５

1５
１

Ｃ

2０

2４，２５Ａ
ＢＣ

ＦｉｇｌＳｍａｌｌｐｉｅｃｅｓｏｆｌＯ％formalinfixed
animalliverinwhichthewormsareburied
anddehydratedtomakeparafIinesections・
ａ：ａｃｏｖｅｒｈａｃｏｎｔａｉｎｅｒ

ｃ：ｔｈｅｇｒｏｏｖｅｓｉｎｗｈｉｃｈｔｈｅｗｏｒｍｓａｒｅ
ｂｕrｉｅｄ

－－－ｃｕｔｔｉｎｇｌｉｎｅ

３

2９，３０ ３
４

たモルモットから虫体は得られなかった．

標本を作製し，観察に用いた個体はＴａｂｌｅ２のとお
りである．

宿主および発育期の差によって体径の大きさ，生殖器
の組織像および－横切切片に現われる腸管の核数に差異
がみられたが，その他の点では特筆する差異はみられな
かった．以下各発育期に共通の一般形態について記述す
る．

側線は前体部から後体部の殆んど全長にわたって明瞭
に認められる．通常側線は筋層より厚く体腔中へ丘状な
いし瘤状に隆起しているが(Photos、1-14,16,19-22)，
ラット感染30日目（30日齢）の雌では側線が背腹方向に
伸びて筋層の厚さと同程度か，やや薄くなる（Photo、
１７)．側線の組織は密な細網状で，切片によっては中央
に中心索が認められる．核は一切片に０～３コ現われ
る．中心線(medianchord，背線および腹線）は基部が
細く，体腔へ向ってやや幅が広がる．体の前方および後
方部を除く体中央の大部分において亜中心線（subｍｅ‐
dianchord,ChitwoodandChitwood,195仏subsi-
diarycord，Bird，1971）が中心線の両側に存在する
（Photos、１６，１７，２５)．通常中腸上部から雌では子宮の
後端部まで，雄では交接刺の断端の現われる部位までの

問に認められる．亜中心線も中心線と同様に基部が細
く，体腔中へ向って幅が広がるが，中心線より太く明瞭
な場合が多かった（Photo、２５)．筋層はしばしば中心線
と亜中心線のところで不連続となり，背腹の各域におい

て筋層が４部分に分けられている（Photo、１３)．中心線
および亜中心線は通常，筋の線維部分の厚さより高く体
腔内へ突出している．体中央部の筋細胞数は両側線と両

虫体の回収がわるく，後には実体顕微鏡下で脳組織を崩
して虫体を探し出した．感染30日後のラットでは多くの
虫体が肺より得られた．

虫体を５０～60Ｃの生食水で殺して体を伸し，１０％ホ
ルマリン液に固定保存した．

小さい虫体はそのままで，大きいものは長さによって

３～５部分に安全カミソリで切断し，方向を定めて動物
の肝臓の小片にはさみ込んだ．この肝臓の小片を型のご

とく脱水し，パラフィンに包埋，５βの横切連続切片と
した．染色はヘマトキシリン・エオジンで行なった．

虫体を動物の肝臓にはさみ込むには次の要領で行なっ
た．１０％ホルマリン液固定の肝臓（犬，モルモット，ラ

ット等）の線維や血管の少ない表層部を選び，およそ

５×５×20ｍｍのﾉﾄ片に切り出した．その一端を斜に切
り（Fig.１，Ａ）方向を示すマークとした．小片の方向
を変えてＦｉｇ．１，Ｂのように１：２の割合でａ，ｂ片
に切り離す．ａ片を覆いとし，ｂ片にＦｉｇ．１，ｃのよう
に実体顕微鏡下で３～５本溝を切った．この溝に虫体を
入れ，溝と虫体とのスキ間に肝臓の組織くずをつめた．
虫体の前方部のスキ間にはブアンで固定した豆腐のクズ

をマークとしてつめた．ｂ片の上にａ片をかぶせ，前後
をそれぞれ糸で結んで脱水，包埋へと移した．

成績

モルモットからの虫体の回収がわるく，予定した日に

虫体の得られないことがあった．また30日以上生きてい

(４１）
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Table3ComparativedimensionofthｅｄｅｖｅｌｏｐｉｎｇＡ"ｇ/ostjro"ｇｙ肱Ｓ

ｃα'１Zo'1e,ｌｓｉｓｉｎａｃｒｏｓｓｓｅｃｔｉｏｎ（１）（ｉｎβ）

Ｎｏ．ｏｆｎｕｃｌｅｉｏｆ

ｔｈｅｉｎｔｅｓｔｉｎｅｉｎ

ａｃｒｏｓｓｓｅｃｔｌｏｎ

Ｈｅｉｇｈｔｏｆｔｈｅｂｏｄｙ
ｗａＵａｔｔｈｅｍｉｄ

ｂｏｄｙ（average）

Ｄｉａｍｅｔｅｒｏｆｔｈｅ

ｉｎｔｅｓｔｉｎｅａｔｔｈｅ

ｍｉｄｂｏｄｙ（average）

DaysafterHost Sex
infection

1.4-6.2（3.4）
Ｌ3－４．１（2.2）

4.4-17.7（8.9）
3.4-8.1（4.3）

6.7-14.3（8.4）
4.8-12.5（7.0）

9.8-22.4（12.9）
5.6-15.9（10.4）

8.0-25.0（18.0）
7.0-22.0（14.0）

（１６．０）
（15.0）

（30.3）
（21.8）

（45.0）
（37.7）

（51.7）
（41.9）

(110.8）
（70.0）
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ｏ
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●
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８
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８
９
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２
２
３
３
６
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３
９
１

０
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３
７
８
９
２
７
３
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●
●
●
Ｄ
Ｃ
●
●
●
●
●

２
１
５
７
０
７
９
５
３
０

１
１
２
１
３
２
３
２
８
５

早
さ
早
さ
早
さ
旱
８
早
さ

Ｒaｔ

０
５
０
４
０

１
１
２
２
３

Ｇｕｉｎｅａ
●

ｐｌｇ
（20.0）

（53.0）

（79.0）
（59.1）

（7.2）

（9.1）

(10.0）
（9.0）

５
９
８
５

一
｜
’
’

１
３
２
２

１６．８－３０．０

３９．４－７９．５

５４．０－１００.０

４９．２－８０．４

５
５
９

１
２
２

早
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早
さ

４．４－１０．０

５．３－１８．２

６．０－２０．０

４．５－１５．０

腸管は横切像で円形または楕円形に現われ，－横切切

片で通常２コの細胞がみられる（Photos、5,13,16,

17,20)が，細胞の隔壁の不明瞭な場合もあった(Photos、

４，６，７，８，１０，１１，１４)．１細胞には多くの核が存在

し，腸管の一横切切片にみられる核数は発育期の進むに

ともなって多くなる．一般に雌では雄より多い（Table

3)．非固有宿主のモルモット脳中の虫体では感染時期の

経過にともなう腸管細胞の核数増多が殆んどみられず，

モルモット感染29日齢のものがラットでの15日齢虫体程

度の核数であった．

腸管内腔面にはmicrovilliが存在するが極めて小さ

く（ラット30日齢虫体で長さ約0.5/(，Photo、２５)，光頭

レベルでどうにか認め得る程度であった*・

輸卵管と子宮の接続部に括約筋（sphincter）が存在す

る（Photo、１３，Sph)．ラット10日齢虫体では確認され

なかったが，１５日以後のものでは明瞭に認められた．輸

卵管の末端が子宮内に入り込み，その部位に括約筋がと

りまいている．括約筋の直後,子宮は拡張するが(Photo，

５，右Ｕ)，その後方は細くなる（Photo、５，左Ｕ)．１

対の子宮は後方で合し，１本のvaginauterina(Chit‐

woodandChitwood，1950）となる（Photo、１９，ＶＵ)．

vaginauterinaとvaginavera（ChitwoodandChit‐

wood，1950）の接続部は壁が肥厚し，内腔がせばまっ

ている（Photo、９，Ｖa)．vaginauterinaの壁細胞の

中心線で区画された体壁の’/４区画（1Sector,筋域，大

森，1974）にラットおよびモルモット感染15日(15日齢）

以後の雌で40～50コが数えられた．雄では筋細胞数が若

干少なく35～45コであった．ラット感染10日齢の虫体で

は形が小さく筋細胞数の計測が困難であった．

角皮は薄く，筋層の厚さの’/２以下で，表面は平滑で

ある．光頭レベルでは３層が識別され（Photo、２５)，中

層は薄く，外層と内層の厚さはほぼ等しいか，内層がや

や厚い．外層は更に２，３層が識別されるようである．

本種では体腔細胞（coelomocyte）が多く，切片中に

しばしば現われる（Photos、1,10,13,19)．－横切切片

中に最多７コみられた．体腔細胞の大きさはラット感染

10日齢の発育虫で直径４～５/1,核の直径2.5～３/'であ

ったが，ラット30日齢発育虫では直径９～11×７～８/１，

核の直径2.5～３βで発育期の進んだものでは細胞質の

増大がみられた．虫体の透徹標本で体腔中に体腔細胞が

かたまってみられることもある（Photo，２３)．

食道の横切像は一般の線虫と同様(犬森ら,1976ｂ)，３

放射対称をなし，内腔は閉ざされてＹ字型をなしてい

る（Photo、１５)．内腔面は一様の厚さの薄い角皮に覆わ

れている．食道の各区分（Sector）には一横切切片で核

が０～３コ現われた．

排泄橋および１対の排泄細胞が食道の後部から中腸上

部の腹側にみられるが，排泄細胞の横切像は一定の形を

示さず，萎縮した不定形に現われ，またそれを確認しが

たい場合が多かった．

＊大森（1976）はＡ"g/osr7ol2g)ﾉZ"ｓの腸管にmicro‐

villiを欠くとしたが，これは不適当である．

（４２）



385

Table4ComparativedimensionofthedevelopingA"ｇｉｏｓ〃o"ｇｙＪｚＺｓｃα"Zo"e"s/ｓ

ｉｎａｃｒｏｓｓｓｅｃｔｉｏｎ（２）（ｉｎ〃）

H鱸,髄濡触】乳
Anteriorpartof
theintestine

（average）

Posteriorpart
ofthebody
（average）

Ｅｓｏｐｈａｇｕｓ
(average）

Ｍｉｄｂｏｄｙ
(average）

ＲａｔｌＯ旱

※
Ｗ
Ｈ
Ｗ
Ｈ
Ｗ
Ｈ
Ｗ
Ｈ
Ｗ
Ｈ
Ｗ
Ｈ
Ｗ
Ｈ
Ｗ
Ｈ
Ｗ
Ｈ
Ｗ
Ｈ

Ｗ
Ｃ
Ｗ
Ｃ
Ｗ
Ｃ
Ｗ
Ｃ
Ｗ
Ｃ
Ｗ
Ｃ
Ｗ
Ｃ
Ｗ
Ｃ
Ｗ
Ｃ
Ｗ
Ｃ

Ｂ
Ｌ
Ｂ
Ｌ
Ｂ
Ｌ
Ｂ
Ｌ
Ｂ
Ｌ
Ｂ
Ｌ
Ｂ
Ｌ
Ｂ
Ｌ
Ｂ
Ｌ
Ｂ
Ｌ

1９－４６

8.0-10.2（9.1）
５．０－９．５（８．０）

1４－３２

7.0-10.0（9.0）
５．５－７．０（6.3）

4３－７８

8.1-13.3(10.4）
9.5-14.0(11.1）

3４－６１

9.4-22.1(11.8）
5.4-12.3（8.8）

5３－９５

7.0-20.9(16.8）
16.5-23.5(19.0）

4２－９２

7.0-20.9(15.4）
6.4-17.9(12.6）

55-110

16.8-38.5(25.1）
15.9-23.2(17.3）

6６－１１６

9.2-28.8(14.8）
11.2-25.7(17.0）

76-140

13.6-34.1(25.0）
16.7-29.9(21.2）

71-125

12.1-27.0(21.5）
10.0-20.6(16.7）

40-58

12.0-18.0(15.5）
8.5-13.0(10.5）

3３－５１

9.0-13.0(10.7）
５．０－８．５（7.1）

78-118

11.7-31.1(27.6）
11.8-23.5(14.3）

61-79

12.7-20.5(16.5）
8.1-15.5(11.8）

103-198

33.2-61.5(46.9）
16.8-34.4(19.8）

104-138

19.3-36.3(28.2）
11.7-20.1(15.9）

120-220

39.0-72.6(58.7）
15.1-39.7(24.6）

119-183

31.0-53.1(41.3）
12.8-19.6(16.5）

152-290

71.3-113.0(92.0）
13.5-15.0(14.2）

136-221

42.4-65.0(54.3）
14.7-24.1(19.8）

37-55

10.2-15.5(12.0）
6.5-12.5（9.6）

31-45

10.5-13.0(11.6）
４．０－９．０（7.2）

61-103

20.6-28.0(22.7）
9.9-23.5(14.8）

55-85

14.6-20.4(15.9）
8.8-14.0(11.5）

90-123

19.6-45.0(34.4）
14.2-24.6(17.6）

84-188

17.0-35.5(29.9）
14.0-21.8(16.3）

85-240

30.1-61.5(44.7）
18.7-35.8(27.9）

108-177

26.5-39.1(32.1）
18.2-26.5(20.9）

128-260

36.3-50.7(41.7）
15.9-31.8(22.7）

114-183

21.5-45.0(39.2）
14.3-20.7(17.0）

2９－４５

9.7-11.5(10.3）
4.6-10.0（7.5）

2２－３４

9.0-10.5（9.8）
４．５－８．０（5.5）

7１－９１

8.8-26.0(15.6）
9.2-18.7(11.8）

4９－７０

9.9-22.9(17.7）
7.4-13.3（8.9）

66-129

19.0-37.7(25.7）
12.8-22.6(17.6）

71-102

11.2-20.9(13.1）
10.9-15.4(11.3）

102-180

32.0-41.9(35.9）
15.6-20.4(18.2）

95-148

14.0-29.9(19.8）
14.2-33.2(19.8）

111-220

26.0-60.0(50.3）
18.2-24.0(20.3）

86-177

13.5-22.0(16.8）
11.3-18.0(15.1）

８

1５旱

８

2０旱

８

2４旱

８

3０旱

８

Ｇｕｉｎｅａｌ５旱
Ｐｌｇ

Ｗ
Ｈ
Ｗ
Ｈ
Ｗ
Ｈ
Ｗ
Ｈ

Ｗ
Ｃ
Ｗ
Ｃ
Ｗ
Ｃ
Ｗ
Ｃ

Ｂ
Ｌ
Ｂ
Ｌ
Ｂ
Ｌ
Ｂ
Ｌ

4０－６４

8.0-11.0（9.1）
6.7-10.9（8.5）

5４－９０

7.6-25.0(15.2）
12.9-22.0(16.2）

68-133

13.7-23.5(15.9）
10.6-19.7(13.9）

6１－１０５

9.1-14.4(11.4）
15.2-21.2(17.8）

65-94

17.6-27.2(15.5）
７．０－９．７（7.6）

81-179

24.3-63.0(47.5）
12.8-38.4(22.0）

150-208

41.7-75.8(53.0）
10.6-19.7(13.6）

99-167

11.4-31.5(18.2）
15.9-21.2(16.7）

76-92

13.6-24.8(17.0）
６．７－８．８（7.6）

150-178

31.8-53.8(40.2）
13.6-30.3(21.2）

169-210

70.0-86.0(74.0）
9.3-10.2（9.7）

150-174

34.1-39.3(36.9）
12.9-18.9(15.9）

50-80

12.1-20.0(15.5）
3.6-11.2（8.5）

99-141

22.7-35.6(27.8）
14.4-26.5(19.7）

100-189

30.0-56.0(46.5）
12.3-19.2(15.0）

127-159

11.9-23.1(17.8）
15.0-17.4(16.1）

2５旱

2９旱

８

※ＢＷ.：bodywidth

LCW:：鰍糀'鰹,淵
高さは一様でなく，内腔面は不規則に凹凸を生じている．

vaginauterinaの外周には筋組織がとりまいている．

vaginaveraは筋質で内腔面は角皮に覆われ不規則に凹

凸を生じている．

雄の後体部では１対の交接刺，交接筋および交接嚢の

断端が現われる．交接刺１本の横断面は大小の輪がその

側面で接した形をなしている（Photo、１２，Spc)．交接

筋は両側線の腹位の体壁から腹線にかけて体腔中を斜走

している（Photo、１２，ＣＭ)．ラットおよびモルモット

における各発育期の虫体各部位の計測値をTableｓ３，４

（４３）
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92/`)．その他の形態ではＲ15旱と殆んど差異が認められ

なかった．

Ｒ158（Photos、４，６）：体径はＲ15旱に比してやや

小さい（最大体径851α)．体前方およそ’/３の部位に精巣

の前端が現われる．精巣の最大径は腸管径とほぼ等し

く，15～20コの核塊から成る．後方では細い軸索(rachis）

のまわりに10数コの精細胞がroseｔ状に並んでいる．

体中央部では一横切切片で10～13コの細胞から成る単層

の輸精管がみられ，その外径および壁の厚さは腸管のそ

れらと同程度か若干小さい．後体部では壁が厚く，管径

の拡大する部分がある.生殖管の最大径は腸管径の1.5～

２倍に達する．この部位の核数は少なく，－横切切片で

３～４コであった．その後方は生殖管は細くなりcloaca

に合する．

２０日齢虫体

R20旱（Photos、７，９）：最大体径198浜.卵巣の一横切

切片における最多細胞数約20コでＲ15旱と差がないが，

それに続く輸卵管は明瞭な管状をなし，扁平な細胞が

５～10コ輪状に並んでいる（Photo､７，０.)，卵巣には

軸索がみられる．輸卵管は体中央辺で蛇行し，３，４コ

の断端が現われた．輸卵管，子宮，vaginauterinaお

よびvaginavera中には卵はなく空であった．

Ｒ208（PhotoＳ８，１０）：一横切切片にみられる精巣

の細胞数は70～100コと増大する．細い軸索のまわりに

多くの精細胞の付着した房状体が，１本の生殖管中を蛇

行している（Photo、１０，Ｔ)．－横切切片では精巣の断

端は１コしか現われないが，精巣中で軸索は常に蛇行し

た状態で現われる．この時期の虫体では軸索から遊離し

た細胞はみられず，輸精管以後の管は空であった．

２４，２５日齢虫体

R24旱（Photos、１１，１３）：最大体径240’.一横切切片

にみられる腸管の核数７～22コ，卵巣の細胞数40～５０

コ，卵巣の直径最大39/‘で腸管径（平均561"）より小さ

い.卵巣の軸索は精巣のそれより太く明瞭である(Photo、

１１，０)．

Ｇ25旱：最大体径179/１，Ｒ24旱に比してかなり小さ

い．－横切切片にみられる腸管の核数もR24早より少な

く（３～９コ)，卵巣の細胞数もＲ24旱の１/２以下であっ

た(10～20コ)．

R24さ（Photos、１２，１４）：最大体径183/,､体中央部の

精巣では軸索から細胞が遊離し，精細胞（spermatid）

(直径約６〃）形成とみられる核分裂像がみられた(Pho‐

tos、１４，Ｔ；２２)．

に示した．以下各発育期の横切像にみられる差異一主

として生殖器一について述べる．

なお説明上各発育期の虫体を下記のように記号で示

す．

Ｒ108：ラットを宿主とした10日齢の雄．

Ｇ25旱：モルモットを宿主とした25日齢の雌．

１０日齢虫体

R10旱（Photo、１）：最大体径58/u・側線は体壁より瘤

状に体腔内へ突出している．１筋域の筋細胞数は判然と

しないが，明らかにpolymyarian型をなしている．体

中央部の腹側に卵巣が１対みられる．卵巣は一横切切片

で数コ～15コの細胞塊（核塊）から成っている．卵巣

の後方には５～６コの細胞が輪状に並び，外径７～８β，

後方では管径が11～12’に増大し，vaginauterinaに

接続している．輸卵管と子宮の接続部の括約筋は認めら

れず，細胞や核の形態で輸卵管および子宮の識別は困難

であった．

Ｒ１０Ｓ（Photo、２）：最大体径51/u，Ｒ10旱よりやや小

さい．生殖器および後体部の構造以外，雌と似ている．

体中央部に生殖器が数コの核塊として現われる．後方で

は20～30コの核が輪状に並び，一層の扁平な管を形成し

ている（20～25×５～15〃）（Photo、２，Ｇ.)．輸精管お

よび射精管の識別が困難であった．

１５日齢虫体

R15旱（Photos,３，５）：Ｒ10旱に比して体径はかなり

太くなり，細かい構造も明瞭となった．最大体径118β、

卵巣は一横切切片に最多20コの細胞塊（核塊）として現

われる（Photo３，０)．１対の卵巣の起始部は互に多少

前後しており，後方の卵巣は前方の卵巣の横断面で最も

細胞数の多い部位に始まる．後方では生殖器の細胞が輪

状に並んで中央に膣を作る．体後方’/３の部位に子宮が

始まる．子宮と輸卵管の接続部には明瞭な括約筋が認め

られる.括約筋の直後の子宮は拡張し(外径最大約5Ｍ,

壁も厚い（約1Ｍ（Photo,５，右Ｕ)．横切切片にみら

れる子宮壁の細胞数は15～17コであった．子宮はその後

方で細くなり（外径平均22,u)，壁も薄く（約4.5β)，内腔

もせばまる（Photo､５，左Ｕ)．後体部で１対の子宮は合

し，vaginauterinaとなる．vaginauterinaの前方の

子宮は再び拡張し，壁は厚く，内径も拡大する．外径は

腸管径と等しいか，やや大きい．vaginauterinaは拡

張し，最大外径47～59仏壁細胞の高さは不そろいで内

腔面は不規則に凹凸を生じている．

Ｇ15旱：Rl5旱に比して体径がやや小さい（最大体径

（４４）



387

２９，３０日齢虫体

R30旱（Photosl5，１７，１９）：最大体径290’，卵巣の

生長帯（growthzone）は十分発達し，輸卵管，子宮お

よびvaginauterina中に卵がみられた．ラットの肺か

ら得られた虫体ではvaginauterinaの壁に多くの精虫

がみられた（Photo、１９，Ｓｐｍ)．卵巣の直径最大135β

で腸管径と同程度あるいはそれより太く，２コの卵巣が

体腔の大部分を占めている．軸索のまわりに約20コの卵

細胞が放射状に並び核は各細胞の中央より外側寄りの位

置にある（Photo、１７)．その後方では軸索を失ない，卵

細胞が不規則な石垣状に並ぶ．輸卵管は細く，外径約

50/',蛇行して走り１側の輸卵管の断端の３コ現われる

部位がみられた．括約筋の外径は60～70浜，子宮径110～

120/１，vaginauterinaの径95～110’であった．

Ｇ29旱（Photo、２１）：Ｒ30旱に比して発育が著しく悪

い．最大体径210β・卵巣は最大径約55/４，－横切切片で

20～30コの細胞がみられた．輸卵管,子宮およびvagina

uterinaの膣は空であるが，１例の輸卵管腔内に頚粒状

物および核様のものがみられた．体径の大きさ，卵巣の

発育程度および腸管細胞数はＲ20旱より発育がわるかっ

た．

R30さ（Photos､１６，１８）：最大体径221ノル精巣は十分

発育し，太い部分の直径100～120β，250～300コの細胞

が－横切切片でみられた．厚壁の輸精管（貯精嚢）には

精虫が充満し（Photo、１６，Ｓｖ)，後体部の薄壁の射精管

にも多くの精虫がみられた．精虫は球状で直径４～4.5

〃，うすい細胞質中に濃梁する球状ないし楕円体の核

(0.9×1.5,α）を有している．輸精管中には精細胞あるい

は精母細胞とみられる直径約６〃，２～４核をもつ分裂

途上の細胞が精虫とまじってみられた．

Ｇ298（Photo、２０）：最大体径174,α，精巣の太い部位

の直径50～60’，一横切切片にみられる細胞数は最多約

100コ（Ｒ３０８の１/２以下）でＲ３０８に比して発育が不

良であった．－横切切片中の精巣の細胞数はR20さと同

程度であるが，組織の状態がラットにおける発育虫とは

異なり，核が粗に散在し，核中には濃縮したchromatin

穎粒が多くみられた．

いる（AlicataandJindrAk，1970)．感染仔虫が人体に

入ると中間発育場所の脳である程度発育するが，成熟せ

ず殆んどそこで死滅してしまう．虫体は生存中，脳組織

中を移動して組織を破壊し，死滅した場合，炎症反応を

起して脳組織に障害を与える（TangchaietaL，1967)．

人体では脳のほか，眼，脊髄および肺からも虫体が検出

されることは前述のとおりである、眼から完全な虫体が

摘出され（PrommindarojeZaZ.，１９６２；Kanchanaranya

eZα/､，１９７２；Ｌ６－Ｖａｎ－ＨｏａｅＺ`肌，1974)，また腰椎穿

刺液（野村・林，1945）や脳組織中（YiieZaJ.，l968

a-qYiiandCross，1970）からも生きた虫体が完全な

状態で得られ，虫種同定が比較的容易であった．しかし

病理組織標本中に断端で現われた場合，虫種の同定はか

なり困難である．JindrdkandAlicata（1965）はラッ

トから得た未成熟虫の組織切片と比較し，TangchaieZ

aZ.,（1967）は断端より虫体の形態を再構成して同定を

行なっている．

著者らは断端による虫種同定の目的で固有宿主のラッ

トおよび非固有宿主のモルモットにおける種々な発育段

階の未成熟成虫の横切像を観察し，本種同定の形態的特

徴を検討した．

固有宿主のラットでは感染後30日で雌雄は成熟し，交

尾を行ない，雌のvaginauterina中に多くの精虫が認

められた．非固有宿主のモルモットでは29日齢の雌雄と

も発育がわるく，ラットにおける20日齢程度か，それよ

りおとった状態であった．１５日齢虫体ではラットおよび

モルモットの宿主による差異が殆んど認められず，モル

モットにおける発育の遅れは15日以後に生ずることがわ

かった．

固有宿主および非固有宿主における各発育段階の虫体

積切像で下記の形質が共通に認められた．

１．亜中心線が体中央部の大部分の部位で認められ

た．

２．体腔細胞が切片中にしばしば現われ，－横切切片

に０～７コみられた．

３．体中央部の１筋域における筋細胞数は感染15日以

後において雌で40～50コ，雄で35～45コ認められた．

４．雌の輸卵管一子宮の接続部に括約筋がみられた．

亜中心線はAphasmidia（Adenophorea）の自由生活

性のものに知られているが，Phasmidia（Secernentea）

では知られていない（ChitwoodandChitwood，1950)，

今回Secernenteaに属する広東住血線虫に亜中心線の

みられたことは形態学的にも興味があり，断端像による

考察

好酸球性髄膜炎（Eosinophilicmeningitis）の原因の

一つである広東住血線虫はラットを固有終宿主とし，そ

の感染仔虫は陸生および淡水産の巻貝，ナメクジのほ

か，プラナリア，数種のカニやエビ，蛙から検出されて

（４５）
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本種同定に亜中心線がよい特徴として使用し得るものと

考えられる．

本種には体腔細胞が特に多いようである．切片中に体

腔細胞がしばしば現われるので，この出現状態も断端に

よる本種の同定に役立つものと思われる．人体検出のか

なり変性した虫体断端中に体腔細胞とみられるものが認

められる(大森ら，1976ａ)．

第５期の虫体では筋細胞が増加せず，１５日以後の各齢

虫体で筋細胞数が一定して現われた．１筋域における筋

細胞数も断端による本種同定に有用な手掛りとなる．

卵巣一輸卵管接続部の括約筋がＭＩＣγαcisで知られ

ている（ChitwoodandChitwood，1950）が，本種の

ような輸卵管一子宮接続部の括約筋については不明であ

る．この括約筋は15日以後の発育虫で左右１対明らかに

認められた．組織断端中にこの構造の現われる頻度は少

ないが，ＹｉｉｅｒａＺ.（1968c）および大森ら（1976ａ）の

人体症例の写真に括約筋部位がみられている．

これらの形質に加えて，各発育期の生殖器の像および

Tableｓ３，４の諸計測値は断端による本種の同定に参

考となるであろう．

ChitwoodandLichtenfels（1972）はMetastron‐

gylinaの特徴として４項目を上げ，その一つに１対の

排泄細胞を有することを記している．本種の排泄孔は生

長にともなう食道長の相対的短縮（MackerrasandSan‐

dars，１９５５；山下ら，1975）で食道に対する位置変化が

生じるが，今回の観察では排泄細胞の確認しがたい場合

が多く，排泄孔の位置変化も確認できなかった．

立つものと考えられる．

本研究にご教示ご鞭燵いただいた新潟大学大鶴正満教

授，弘前大学山口富雄教授，余慶雲博士，金沢大学吉村

裕之教授，高雄医学院(台湾)謝献臣院長，陳螢霧教授，

標本作製にご教示いただいた秋田大学所沢剛教授，新潟

大学監物実技官に深謝の意を表します．
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! Abstract j

MORPHOLOGICAL OBSERVATIONS ON THE YOUNG ADULT STAGES

OF ANGIOSTRONGYLUS CANTONENSIS IN CROSS SECTION

Yasumasa OHMORI and Toshio SUZUKI

{Department of Parasitology, Akita University School of Medicine

Akita, Japan)

For the purpose of finding out the diagnostic characters of Angiostrongylns cantonensis,

morphological observations were made on the cross sections of young adults in the normal

(albino rats) and abnormal hosts (guinea pigs). Stages of the adults and the numbers of

specimens studied were shown in Table 2. Genital organs of both sexes were fully developed

and copulation had taken place in the worms obtained from the lungs of the rats on 30 days

after infection, many sperms being seen in the vagina uterina. While in the abnormal hosts,

guinea pigs, the growth of the worms was much retarded. The development of genital organs

of both sexes obtained from the brains of the guinea pigs on 29 days after infection was

similar or somewhat undergrown than that of the w^orms collected from the brain of the rats

on 20 days after infection.

Several common structures were seen throughout each young adult of A. cantonensis in

the rats and also in the guinea pigs after 15 days of infection.

(1) Submedian chords are usually seen in the greater part of the body except for

esophageal and caudal regions.

(2) Body cavity contains many coelomocytes, which are often seen in a cross sections

(0-7/a section).

(3) Muscle cells in a sector of mid-body are counted 40-50 in the female and 35-45 in

the male of each adult stage.

(4) Sphincter muscles are seen at the junction between the oviduct and uterus of the

female.

Above these characters, as well the morphological feature of the reproductive systems in

each stage and the mesurements shown in Tables 3 and 4 will be served for identifying this

species in tissue sections.

(48)
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ExplanationofPhotographs

Photo、１１０－day-old旱ｉｎｂｒａｉｎｏｆｒａｔ・SIIowingacrosssectionofapairofovar1esprominent

lateralchordsandtwocoelomocytes･

Photo，２１０－day-old8inbrainofrat・Showingacrosssectionoftheposteriorpartofthebody･

Gonoductexpanded，ｔｈｅｃｅｌｌｓｏｆｗｈｉｃｈｓｈｏｗｉｎｇｌｉｋｅａｓｔｒingofbeads・

Photo、３１5-day-old旱ｉｎｂｒａｉｎｏｆｒａｔ・Inacrosssect1on，ovariesconsistedofabout20cellsａｔ‐

tachedtoaprotoplasmiccore，rachis，

Photo、４１５－day-old8inbrainofrat，Showingacrosssect1onofthetestisconsistedofabout20

cells

Photo、５１５－day-old旱ｉｎｂｒａｉｎｏｆｒａｔ・Showing2uteri，ｏｎｅｏｆｗｈｉｃｈ（right）havinglargerdia‐

meterandthickerwalL

Phot０．６１５－day-oldSinbrainofrat、Diameterofthegonoduct（vasdeferens）beingaslarge

asthatoftheintestine，theepitheliumconsistedofmanythｉｎｃｅｌｌｓｏｆｔｈｅｆｏｒｍｅｒ・

Photo、７２０－day-old旱ｉｎｂｒａｉｎｏｆｒａｔ・Showingapairofequal-sizedoviductsconsistedofflat

epithelialce11s・

Photo，８２０－day-old8inbrainofrat・Acrosssectionthroughanteriorregionoftheintestine・

Showingapairofexcretoryductsattachedtotheventralsideoftheintestine，

Photo、９２０－day-old旱ｉｎｂｒａｉｎｏｆｒａｔ・Showingacrosssectionofthejunctionofvagmauterina-

vaginavera，

Photo、１０２０－day-oldSinbrainofrat、Showingacrosssectionofthegrowtｈｚｏｎｅｏｆｔｈｅｔｅｓｔｉｓ，

ｉｎwhichwindingrachisbeingseen・

Photo、１１２４－day-old旱ｉｎｂｒａｉｎｏｆｒａｔ，Showingacrosssectionofgrowthzoneoftheovaries・

Photo、１２２４－day-oldSinbrainofrat，Showingacrosssectionoftheposteriorpartofthebody・

Sectionsofapairofthespiculesandcopulatorymusclesbeingseen，

Photo、１３２４－day-old旱ｉｎｂｒａｉｎｏｆｒａｔ・Showingacrosssectionofthesphincteratthejunction

ofoviductanduterus・

Photo、１４２４－day-oldSinbrainofrat，Showingacrosssectionofgrowthzoneofthetestis，in

whichabout90spermatocytesbeiｎｇｓｅｅｎ，

Photo、１５３０－day-old旱ｉｎｌｕｎｇｏｆｒａｔ，Showingacrosssectionoftheesophagus・

Photo‘１６３０－day-oldSinlungofrat・Ｓｈｏｗｉｎｇａｃｒｏｓｓｓｅｃｔｉｏｎｏｆｔｈｅｖａｓｄｅferens，inwhichmany

spermatidsbeingseen・TheintestineshowingatypicalstrongylidtypeofChitwood

andLichtenfels（1972)．Submedianchordsbeingapparent・

Photo，１７３０－day-old旱ｉｎｌｕｎｇｏｆｒａｔ・Showingacrosssectionofthegrowthzoneofovaries，

ｄｉａｍｅｔｅｒｏｆｗｈｉｃｈａｌｍｏｓｔｅｑｕａｌｔｏｔｈatoftheintestine、About20cellsofovariesatta-

chedtotherachis，ｅａｃｈｏｆｔｈｅｆｏｒｍｅｒｈａｖｉｎｇａｌａｒｇｅｎｕｃleuswithaprominentnucle‐

olus，ｔhinerlateralchordsandmultinucleatedcellsofintestinebeingseen．

Photo，１８３０－day-oldSinlungofrat、Showingaobliquesectionofthedisｔａｌｐａｒｔｏｆｔｈｅｂｏｄｙ、

Photo、１９３０－day-old旱ｉｎｌｕｎｇｏｆｒａｔ，Showingacrosssectionofthevaginauterina，ｉｎｗｈｉｃｈ３

ｓｅｃｔｉｏｎｓｏｆｔｈｅｏｖａａｎｄｍａｎyspermsbeingfoun．

Photo、２０２９－day-oldSinbrainofguineapig，Ｎｕｍｂｅｒｏｆｔｈｅｃｅｌｌｓｏｆｔｅｓｔｉｓｉｎａｃｒｏｓｓｓｅｃｔｉｏｎ

ｓｉｍｉｌａｒｔｏｔｈａｔｏｆｔｈｅｗｏｒｍｓｃｏｌｌｅｃｔｅｄｆｒｏｍｔｈｅｂｒａｉｎｓｏｆｔｈｅｒａｔｓｏｎ２０ｄａｙｓａｆｔｅｒｉｎ‐

fection，butthenucleibeingscuttered．
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Photo、２１２９－day-old旱inbrainofguineapiglntestinewithafewnucleiinacrosssection、

Photo、２２Spermatogenesisin24-day-old8inｂｒａｉｎｏｆｒａｔ、Dividingchromosomebeingseenin

thespermatocytes・

Photo、２３Middleregionof29-day-old旱ｉｎｂｒａｉｎｏｆｇｉｎｅａｐｉｇ、Manycoelomocytesbeingseenin

thepseudocoeL

Photo、２４Posteriorthridof29-day-old旱ｉｎｂｒａｉｎｏｆｇｕｉｎｅａｐｉｇ・Showingapairofexpandeduteri．

Photo、２５Ｓｈｏｗｉｎｇｖｅｒｙｓｍａｌｌｍｉｃｒｏｖｉｌｌｉａｔｔｈeinternalsurfaceoftheintestine．

(lMascale)少

Abbreviations

bursacopulatorix

copulatorymuscle

coelomocyte

cuticle

dorsalchord

esophagus

ejaculatoryduct

excretoryduct

gonoduct

intestine

lateralchord

medianchord

microvilli

Ｏ：

Ｏｄ：

Ｏｖ：

Ｒａ：

ＳｍＣ：

Ｓｐｃ：

ＳｐＨ

Ｓｐｍ：

ＳＶ：

Ｔ：

Ｕ：

Ｖａ：

ＶＣ：

ＶＵ：

Ｂｕ：

ＣＭ：

ＣＯ：

Ｃｕ：

ＤＣ：

Ｅ：

Ｅｊ：

Ｅｘ：

Ｇｄ：

Ｌ

ＬＣ：

ＭＣ：

Ｍｖ：

ovary

oviduct

ovunl

rachis

submedianchord

spicule

sphincter

sperm

seminalvesicle

testis

uterus

vaglna

ventralchord

Vaginauterina
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